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相補性決定領域
ccomplementarity-determining region: CDR

抗体の可変領域のうち，直接抗原と接触する領域は特に

変化が大きく，この超可変領域を相補性決定領域

（complementarity-determining region: CDR）と呼ぶ。CDR

は，抗体分子の可変領域（Fv）上でH鎖及びL鎖に3つず

つ（CDR1～CDR3）存在し，実際に抗原に直接接触して

結合部位を形成する5～10程度のアミノ酸残基から成る。

それ以外のFvはフレームワーク（FR1～FR4）と呼ばれ，

アミノ酸がほとんど変化せずにCDR領域を構造的に支える

役割をもつ。 （第一三共（株） 阿萬大介）

免疫グロブリンG
iimmunoglobulin G, IgG

免疫グロブリンG（IgG）は，免疫グロブリンの中で最も

数が多いものであり，ヒトの血清の免疫グロブリンの75%

を占める。IgGはその構造・機能の違いによりIgG1～IgG4

の4つのサブクラスに分類され，各サブクラスで抗原の認識

性や血中半減期，エフェクター機能を担う補体及びFc受容

体との結合能が異なる（IgG1がFc受容体に対して高い結合

能を有しているのに対し，IgG2ではほとんど結合能を持た

ない）。また，各サブクラスの血清中での存在量は，IgG1＞

IgG2＞IgG3＝IgG4の順であり，約2/3がIgG1である。

これら4つのサブクラスの定常領域のアミノ酸配列は95%

以上共通であるが，ヒンジ領域と呼ばれる部分の構造（ア

ミノ酸配列，長さ，ジスルフィド結合数）が大きく異なる。

ヒンジ領域とは，Y字型の抗体の付け根の部分に位置し，抗

原と結合する領域（Fab）とエフェクター機能を担う領域

（Fc）の接続部にあたる領域であり，その構造は，補体や

Fc受容体との結合に重要と考えられる2つのFab間やFab-

Fc間の柔軟性に強く関与していると考えられる。

（第一三共（株） 阿萬 大介）

抗体医薬
ttherapeutic antibodies

抗体医薬とは，生体がもつ免疫システムの主役である抗

体を主成分とした医薬品で，単一の抗体を産生する細胞から

得られたモノクローナル抗体が用いられる。モノクローナル

抗体は標的となる抗原に対して特異的に働くため，従来の医

薬品よりも副作用の少ない効果的な治療薬として注目されて

いる。生体内で抗体として働く蛋白質の総称が免疫グロブリ

ンであり，血漿中のガンマグロブリンに相当する。免疫グ

ロブリンは定常領域の構造の違いによりいくつかのクラスに

分類され，ヒトの場合，IgG，IgM，IgA，IgD及びIgEの

5種類の免疫グロブリンが存在する。これらの抗体のクラス

のうち，IgGが医薬品として最も汎用されている。

（第一三共（株） 阿萬 大介）

分子表面積
cconnolly surface area : CSA

分子の表面積は，溶媒和や分子間相互作用に関する熱力

学量とよく相関するため，熱力学量の理論的考察や予測に用

いられる。CSA（Connolly表面積，分子表面積）とは，対

象となる分子について各原子をVan der Waals半径の球で

表現し，そのまわりに水分子を表すプローブ球を転がしたと

き，その接点が作る表面の面積である。接する原子の種類

に応じてその表面積をそれぞれ求めることができ，しばしば

極性原子が作る表面積と非極性原子の作る表面積に分けて解

析される。同様によく用いられるASA(溶媒接触表面積)は

プローブ球の中心の軌跡が作る表面の面積である。分子の表

面積を議論する場合は，定義やプローブ径，アルゴリズム

に一貫性を持たせることに注意が必要である。

（阪大院薬　吉田 卓也）
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エンタルピー／エントロピー補償効果

enthalpy / entoropy compensation effect

多くの化学反応・平衡系で，エンタルピー変化量（ΔH）

とエントロピー変化量（ΔS）とは正の相関が見られる。す

なわち，何らかの条件変化によりΔHが変化すると，ΔSも

同じ向きに変化する。反応に伴うギブスエネルギー変化量は

ΔG＝ΔH－TΔSであるため，ΔGに対する両者の寄与は打ち

消し合うことになり，平衡状態は期待したほど変化しない。

これをエンタルピー／エントロピー補償効果という。微視的

には，相互作用が強い場合は自由度が減少し，逆に相互作

用が弱まると自由度が増大することを反映していると考えら

れる。生体分子系では，蛋白質とリガンドとの結合反応に

おいてリガンドの化学構造を変化させた場合や，蛋白質の天

然構造と変性状態間での平衡においてアミノ酸を変異させた

場合などに認められる。 （阪大院薬　吉田卓也）

cocrystal

本邦においてCocrystalは共晶あるいは共結晶と訳されて

いる。ただし，共晶の英訳は一般的にEutecticであり，共

融混合物と同義で用いられている。その場合は微細な結晶の

混合物と説明されているので，複数の構成成分からなる分子

結晶とは意味合いが異なる。金属材料の分野においては，

複数種の金属元素からなる合金（Alloy）の結晶形態として，

共晶は固溶体と区別されて用いられる。一方，分子生物学

の分野では，生理活性物質（低分子の有機化合物やタンパ

ク質等）と生体内の受容体が結合した結晶性複合体を

Cocrystalと表すことがある。ちなみに，当初はCo-crystal

と表記されることが多かったものの，最近はCocrystalが一

般的になりつつある。 （日大薬　深水 啓朗）

coformer

CoformerはCocrystal formerの省略形として，比較的近

年に普及し始めた用語である。 2成分から構成される

Cocrystalの場合，研究者がメインと考える成分（医薬品の

場合は薬効成分）以外をCoformerとするので，ある化合物

が必ずCoformerに分類されるとは限らない。例えばニコチ

ン酸アミドはビタミン類としての薬効を有するが，多数の

Cocrystalが報告されており，有望なCoformerの1種として

知られている。Pharmaceutical cocrystalsの場合は，医薬

品として使用実績のある医薬品添加剤，あるいは米国FDA

が提唱するGRAS（Generally Recognized As Safe）化合

物が初期に選択される。Coformerの多くは水素結合のドナ

ーあるいはアクセプターとして，カルボキシル基，アミド

基，水酸基などを有する化合物で，カルボン酸類やアミノ

酸類などが用いられる。 （日大薬　深水 啓朗）
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